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は
？
　
漱
石
の
親
友
正
岡
子
規
は
牛
乳
と
相
性
が

よ
か

っ
た
と
み
え

、

「
牛
孔
屋
を
保
護
し
て
牛
乳

但
し

、
執

筆
予

定

者

は
変

更
あ

り

ま

せ

ん

ム
ム
ロ興
，ｂ
ｒ尿
お
憫
な
こ
一
一
宙
薄
斗
ｔ
ノ
ヽ
ギ
」
代
ヽ
い
。

。
友

の

史

遊

会

通

信

年
日

‐８６
２２
‐０
行

＝０
．成
月
発

平
４

去
る
三
月
二
十
二
日
、
正
午
か
ら
学
士
会
館
に

お
い
て
、
五
名
の
ご
来
賓
の
出
席
を
戴
き
、
史
遊

会
会
員
二
十
名
、
友
の
会
員
四
名
、
事
務
局
を
加

え
て
合
計
三
十
名
の
参
加
を
得
て
、
史
遊
会
四
冊

目
の
エ
ッ
セ
イ
集

『
歴
史
の
み
ち
草
』
の
出
版
を

喜
び
合

っ
た
。

最
初
に
三
戸
岡
道
夫
氏
の
挨
拶
、
続
い
て
千
坂

精

一
氏
が
ご
来
賓
の
方
々
を
紹
介
。
ご
来
賓
を
代

表
し
て

『
歴
史
の
み
ち
草
』
発
行
所
、
株
式
会
社

彩
流
社
代
表
取
締
役
社
長
竹
内
淳
夫
様
か
ら
ご
挨

拶
を
賜
り
、
出
版
界
を
め
ぐ
る
現
代
的
諸
事
情
な

ど
に
つ
い
て
の
お
話
を
伺

っ
た
。

そ
の
ご
挨
拶
に
引
き
続
い
て
、
千
坂
氏
の
発
声

で
乾
杯
。

鍋

屋

次

良Б

暫
く
ご
馳
走
を
戴
き
な
が
ら
の
歓
談
の
時
を
持

っ
た
後
、
司
会
者
か
ら

『
歴
史
の
み
ち
草
』
編
集

・
出
版
に
惜
し
む
こ
と
な
く
労
を
と
ら
れ
た
中
山

喬
央
、
事
務
局
下
山
田
允
子
両
氏
の
紹
介
が
あ
り

両
氏
に
対
し
て
出
席
者
全
員
か
ら
、
盛
大
な
感
謝

の
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
執
筆
者
か
ら

「
ど
の
様
な
思
い

で
執
筆
し
た
か
」
の
お
話
に
移

っ
た
。

た
だ
、
二
時
間
の
中
で
ご
馳
走
を
食
し
、
杯
を

重
ね
な
が
ら
歓
談
し
、
執
筆
者
か
ら
ス
ピ
ー
チ
を

項
く
と
い
う
関
係
か
ら
ス
ピ
ー
チ
時
間
に
も
制
約

が
あ
り
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
か
ら
の
お
話
を

お
聞
き
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
ス
ピ
ー
チ
時

間
を

一
人
五
分
以
内
に
制
限
す
る
な
ど
勝
手
な
お

例

会

の

お

知

ら

せ

◎
　
４
月
例
会

日
　
時
　
平
成
２２
年
４
月
２８
日

（
水

）

午
後
６
時
～
８
時

〈
ム
　
場
　
目
黒
区
民
セ
ン
タ
１
　
７
階

テ
ー
マ
　

『
歴
史
の
み
ち
草
』
を
読
ん
で

司
　
△
ム
　
世
話
人
の
中
か
ら

４
月
の
例
会
は

『
歴
史
の
み
ち
草
』

読
後
感
想
会
で
す
。
そ
の
た
め
講
演
の

担
当
月
が
繰
り
下
が
り
ま
す
の
で
ご
諒

承
く
だ
さ
い
。

自
由
執
筆
は
島
津
隆
子
　
森
下
征
二

・

千
坂
精

一
の
諸
氏
　
締
切
り
は
４
月
末
。

◎
　
５
月
例
会

日
　
時
　
平
成
２２
年
５
月
２６
日

午
後
６
時
～
８
時

〈ム
　
場
　
目
黒
区
民
セ
ン
タ
ー

講
　
演
　
佐
藤
健

一
氏

テ
ー
マ
　
未
定

７
階

自
由
執
筆
は
相
原
精
次

・
中
込
勝
則

他

一
名
。
締
切
り
は
５
月
末

¬  ~

歴星
史 T
の二
日み
ち
草

』

出

版

記
念

祝
賀

会

報

告
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願

い
を
し
た
が
、
そ
れ
で
も
全
員
に
お
話
を
伺
う

こ
と
が
叶
わ
な
か

っ
た
こ
と
を

、
こ
こ
に
お
詫
び

申
し
あ
げ
る
。

そ
の
よ
う
な
お
願

い
に
も
関
わ
ら
ず

、
ス
ピ
ー

チ
さ
れ
た
皆
様
は
そ
れ
ぞ
れ

『
歴
史
の
み
ち
草
』

執
筆
の
思
い
を
力
強
く
語
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
の

ス
ピ
ー
チ
と
、
歓
談

の
と
き
を
通
し
て
、
史
遊
会

会
員
相
互
の
理
解
と
親
睦
が
図
ら
れ
た
と
思
う
。

最
後
に
新
井
宏
氏
の
ユ
ー
モ
ア
に
満
ち
た
中
締

め
を
も

っ
て
終
了
し
た
。

史
遊
会
は
昭
和
五
十
七
年

（
一
九
八
二
）

一
月

発
足
以
来
二
十
八
年
を
経
過

、
昨
年

、
史
遊
会
発

足
当
時
の
諸
先
輩

の
研
究
発
表
誌

「
史
遊

」
四
十

三
号
を
合
本
し
、
そ
れ
に
続
く

「
史
遊
会
通
信

」

は
二
年
毎
に

一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
現
在
に
至

っ

て
い
る
。

ま
た
、　
一
九
九
〇
年
以
降

一
九
九
〇
年
　
　
だ
か
ら
歴
史
は
お
も
し
ろ
い

二
〇
〇
〇
年
　
　
歴
史
と
遊
ぶ
愉
し
み

二
〇
〇
五
年
　
　
歴
史
に
魅
せ
ら
れ
て

二
〇

一
〇
年
　
　
歴
史
の
み
ち
草

と
、
会
員
の
研
究
分
野
を

一
冊
に
ま
と
め
て
出
版

し
て
き
た
。

史
遊
会
は

、
会
員
が
研
究
内
容
を
ま
と
め
て
、

そ
れ
を
発
表
す
る
場
で
あ
り
、
併
せ
て
他
の
会
員

の
研
究
を
聞
く
場
で
も
あ
る
。
そ
の
場
を
通
し
て

歴
史
研
究
者
と
し
て
の
会
員
の
自
己
充
実
感
が
満

た
さ
れ
て
行
く
。
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
と
、

毎
月
の
例
会
と
共
に
、
過
去
の
二
冊
に
加
え
て
今

回
の

『
歴
史
の
み
ち
草
』
の
出
版
の
意
義
は
極
め

て
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

先
輩
各
位
が
こ
の
よ
う
な
場
を
設
け
て
下
さ

っ

た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。

出
版
記
念
会
は
、
小
生
の
拙
い
司
会
に
も
か
か

わ
ら
ず
終
始
和
気
謁

々
と
和
や
か
な
、
楽
し
い
時

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

史
遊
会
の
益
々
の
発
展
と
、
ご
来
賓
各
位
、
会

員
及
び
友
の
会
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈
念

し
て
出
版
記
念
会
の
報
告
と
す
る
。

自
由
執
筆

「
お

茶

」

随

想

一品
橋

　

由

貴

彦

茶
の
歴
史
や
栽
培
に
つ
い
て
以
前
か
ら
関
心
を

持

っ
て
い
た
。

私
は
幼
少
時
代
の

一
時
期
、
新
潟
県
の
蒲
原
地

方
の
片
田
合
に
過
ご
し
た
が
、
庭
に
何
本
か
の
茶

★
出
席
者
名
簿

＊
ご
来
賓

（
順
不
同

）

竹
内
淳
夫
様

（
彩
流
社

）

・
坂
梨
誠
司
様

（
光
人

社

）

。
足
助
明
彦
様

・
松
方
範
行
様

（
新
人
物
往

来
社

）

・
宮
崎
美
友
様

（
オ
フ
ィ
ス
ミ
ヤ
ザ
キ

）

＊
会
員

（
以
下
敬
称
略

）

相
原
精
次

・
新
井
　
宏

・
大
田
精

一
・
鯨
　
滞
海

佐
藤
健

一
・
柴
田
弘
武

・
島
津
隆
子

・
瀧
澤
　
中

宅
見
勝
弘

・
千
坂
精

一　
・
中
込
勝
則

・
中
山
喬
央

鍋
屋
次
郎

・
平
山
善
之

・
松
川
博
光

・
村
上
邦
治

三
戸
岡
道
夫

・
森
下
征
二

・
山
本
鎮
雄

・
隆
　
恵

＊
友
の
会

遠
藤
郁
夫

・
笹
森
健
壽

・
藤
田
隆
彦
　
諸
橋
　
奏

＊
事
務
局
　
下
山
田
允
子

の
本
が
あ
り
、
毎
年
春
に
は
祖
母
と

一
緒
に
、
茶

葉
の
摘
み
と
り
の
手
伝
い
を
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。　
一
年
に
数
回
摘
ん
だ
よ
う
な
記
憶
が
あ
る
。

そ
し
て
茶
葉
を
蒸
籠
で
蒸
し
て
木
枠
に
は
っ
た
油

紙
の
下
に
焙
烙
を
お
い
て
適
当
に
手
も
み
し
て
、

釜
で
乾
燥
さ
せ
た
。
い
わ
ゆ
る
釜
炒
り
で
あ
る
。

生
葉
が
直
ぐ
に
茶
に
変
わ
る
不
思
議
さ
を
子
供

心
で
体
験
し
て
い
る
の
で
、
茶
に
た
い
す
る
私
の

思
い
入
れ
も
格
別
な
も
の
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
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史
遊
会
は
、
会
員
が
研
究
内
容
を
ま
と
め
て
、

そ
れ
を
発
表
す
る
場
で
あ
り
、
併
せ

て
他

の
会
員

私
は
幼
少
時
代
の

一
時
期

、

方
の
片
田
舎
に
過
ご
し
た
が
、

さ
て
茶
の
歴
史
に
つ
い
て
だ
が
、
唐
の
中
頃
の

七
八
〇
年
に
文
人
陸
羽
が

『
茶
経
』
を
著
し
た
の

が
原
点
と
な
り
、
茶
の
聖
典
と
崇
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
書
は
全
三
巻
、
十
編
か
ら
な
り
茶
の
植
生
、

効
能
、
製
法
、
用
具
、
茶
の
い
れ
方
、
道
具
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
冒
頭

「
茶
は
南
方
の
嘉
木
な
り
、

一
尺
二
尺
に
は
し
ま
り
数
十
尺
に
い
た
る
…
」
の

書
き
出
し
は
余
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
陸
羽
は
仕

官
を
嫌
い
、
在
野
に
あ

っ
て
茶
と
供
に
ひ
な
が
田

園
に
く
ら
し
、
こ
の
書
を
残
し
た
。

一
方
日
本
に
は
鎌
倉
時
代
の

一
一
九

一
年
に
僧

栄
西
が
宗
か
ら
茶
の
種
を
も
た
ら
し
、
京
都
の
栂

の
尾
で
栽
培
に
成
功
、
病
弱
な
実
朝
に

『
喫
茶
養

生
記
』
と
と
も
に
贈

っ
た
の
が
最
初
だ
と
い
う
の

が
定
説
に
な

っ
て
い
る
が
、
日
本
で
の
最
初
の
記

録
は
、
七
二
九
年

（
天
平
元
年

）
聖
武
天
皇
が
僧

を
召
し
て
の
行
茶
の
儀
が
あ

っ
た
こ
と
が

『
奥
儀

抄
』
に
あ
る
。

だ
が
日
本
に
は
す
で
に
中
国
渡
来
以
前
に
、
山

茶
と
称
す
る
野
生
の
茶
が
あ

っ
た
ら
し
い
。

茶
に
関
す
る
研
究
書
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
ウ

ッ

カ
ー
の
二
巻
本

『
オ
ー
ル

・
ア
バ
ウ
ト

・
テ
ィ
ー
』

が
権
威
書
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
中

国
で
は
紀
元
前
の
二
七
三
七
年
に
神
農

（
シ
ン

・

ヌ
ン
）
と
よ
ば
れ
る
天
地
創
造
時
代
に
す
で
に
茶

が
あ

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
中
国

で
も
や
は
り
野
生
の
山
茶
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

お
も
し
ろ
い
こ
と
に
元
時
代
に
中
国
を
コ
ー
ロ

ッ
パ
に
紹
介
し
た
マ
ル
コ

・
ポ
ー
ロ
の
記
録
に
は

茶
の
記
述
が
な
い
。
茶
ど
こ
ろ
四
川
省
で

『
丁
字
』

が
取
れ
る
と
あ
る
が
、
茶
と
勘
違
い
し
た
ら
し
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
中
国
茶
を
始
め
て
知

っ
た
の
は

十
六
世
紀
初
頭
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
か
ら
だ
が
、
記

録
の
最
初
は
ヴ

ェ
ニ
ス
で
の
ラ
ム
ー
ジ
オ
で
あ
る
。

「
ペ
ル
シ
ャ
人
の
商
人
の
話
で
は

〈
支
那
の
茶

（
チ
ャ
イ

・
カ
タ
イ

）
〉
と
し
て
万
病
の
効
能
の

あ
る
植
物
」
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。

茶

・
紅
茶
の
本
格
的
な
歴
史
や
研
究
は
前
述
の

ウ
ッ
カ
ー
や
大
石
貞
夫
著

『
日
本
茶
業
発
達
史
』

に
譲
る
が
、
こ
こ
で
は
さ
さ
や
か
な
が
ら
私
の
製

茶
体
験
に
触
れ
て
見
た
い
。

日
本
茶
の
こ
と
は
静
岡
県
の
掛
川
の
製
茶
工
場

に

一
日
体
験
し
、
鳥
竜
茶

・
紅
茶
は
台
湾
の
台
北

の
ち
か
く
の
文
山
で
じ

っ
く
り
拝
見
し
た
こ
と
が

あ
る
。
掛
川
で
は
農
作
業
も
手
伝
い
、

「
や
ぶ
き

た
」
の
挿
し
木
の
要
領
も
掛
川
で
教
わ

っ
た
。
簡

単
に
挿
し
本
で
増
え
る
の
で
、
収
量
の
多
い
や
ぶ

き
た
は
ア
ッ
と
言
う
間
に
全
国
に
広
ま

っ
た
。

製
茶
工
場
に
は
地
下
に
生
葉
の
貯
蔵
庫
が
あ
り
、

こ
こ
で
暫
く
萎
ら
せ
る
。
日
本
茶
の
場
合
は
自
然

発
酵
を
も

っ
と
も
恐
れ
発
酵
前
に
直
ぐ
に
直
径
二

メ
ー
ト
ル
も
あ
る
釜
で
三
分
間
近
く
蒸
し
、
後
は

百
メ
ー
ト
ル
も
あ
ろ
う
長
い
ベ
ル
ト
で
、
蒸
し
た

茶
葉
を
運
び
な
が
ら
様
々
な
工
程
を
連
続
で
機
械

で
お
こ
な
う
。
工
程
を
整
理
す
る
と
、

１
　
蒸
熱

（
蒸
し

）
＝
生
葉
に
あ
る
酸
化
酵
素
の

活
性
化
を
失
わ
せ
る
た
め
と
、
生
葉
の
青
臭
を
除

く
た
め
で
、
茶
葉
の
柔
軟
性
を
ま
し
て
緑
茶
固
有

の
香
味
を
発
生
さ
せ
、
柔
乾
操
作
を
容
易
に
す
る

た
め
に
行
う
。

２
　
荒
揉
＝
茶
葉
を
熱
風
の
中
で
撹
伴
、
揉
圧
し
、

荒
揉
工
程
で
水
分
を
四
分
の

一
ま
で
に
す
る
◇
言

い
換
え
る
と
蒸
熱
工
程
で
四
百
％
を
百
％
ま
で
に

す
る
。

３
　
揉
捻
＝
粗
揉
葉
の
揉
み
不
足
と
乾
燥
む
ら
を

補
い
、
茶
葉
各
部
分
の
水
分
を
均

一
に
す
る

（
芯

水
を
茶
葉
表
面
に
押
し
出
す
作
用
が
あ
る
）
。

４
　
中
揉
＝
揉
捻
葉
の
水
分
を
適
度
に
除
き
、
精

揉
に
適
し
た
中
火
茶
に
す
る
。

５
　
精
揉
＝
煎
茶
と
し
て
針
状
に
な
る
よ
う
に
ロ

ー
リ
ン
グ
で
伸
ば
す

６
　
乾
燥
＝
精
揉
し
た
葉
は
十
三
％
位
の
水
分
が

残
る
様
に
乾
燥
し
、
さ
ら
に
急
速
乾
燥
で
五
％
位

ま
で
に
し
て
貯
蔵
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
そ
れ
以

上
乾
燥
す
る
と
粉
茶
に
な
り
不
良
率
が
高
ま
る
。

新
潟
県
の
蒲
原
地

庭
に
何
本
か
の
茶

心
で
体
験
し
て
い
る
の
で
、
茶
に
た
い
す
る
私
の

思

い
入
れ
も
格
別
な
も
の
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
様
々
な
工
程
で
最
も
重
要
な
の
は
、
蒸
し

と
荒
揉
工
程
で
、
こ
こ
で
失
敗
す
る
と
味
、
形
、

色
に
影
響
す
る
と
言
う
。
台
湾
の
鳥
竜
茶
の
製
法

は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
室
で
発
酵
を
促
し
て
か
ら

釜
炒
り
と
揉
捻
を
繰
り
返
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
茶
に
か
か
わ
る
関
心
か
ら
、
わ
が

家
の
食
卓
に
は
い
つ
も
お
茶
の
ポ

ッ
ト
が
数
個
並

ん
で
い
る
。
最
近
に
な

っ
て
ハ
ー
ブ
茶
が
ま
た
加

わ

っ
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
暮
ら
し
の
生
活
だ
が
、
ベ

ラ
ン
ダ
栽
培
で
十
数
種
の
ハ
ー
ブ
が
加
わ

っ
た
。

茶
に
関
し
て
は
、
南
仏
の
旅
行
で
教
わ

っ
た
モ

ロ
ッ
コ
式
紅
茶
の

「
ミ
ン
ト

・
テ
ィ
」
と

一
ハ
ー

ブ

・
テ
ィ
」
だ
。

１
、
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
ま
た
は
ブ
ラ
ッ
ク
ミ
ン
ト
ニ
、

三
本
葉
つ
き
の
ま
ま
ポ

ッ
ト
に
い
れ
、
紅
茶
の
葉

を
少
な
め
に
い
れ
る
。
屑
紅
茶
で
も
い
い
。
ミ
ン

ト
　
テ
ィ
の
素
晴
ら
し
さ
が
分
か

っ
た
。

２
、
乾
燥
し
た
ロ
ー
ズ
ヒ

ッ
プ
、
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
、

ラ
ヴ

ェ
ン
ダ
ー
の
花
を
そ
れ
ぞ
れ

一
掴
み
ず
つ
耐

熱
ガ
ラ
ス
の
上
瓶
形
の
ポ

ッ
ト
に
い
れ
、
熱
湯
を

い
れ
る
。
私
は
そ
れ
に
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
の
生
葉
を

い
れ
る
。
少
々
酸

っ
ぱ
い
が
、
紅
色
と
香
り
が
楽

し
め
る
。
材
料
は
最
近
多
く
な

っ
た
ハ
ー
ブ
屋
で

手
に
入
る
。

ハ
ー
ブ
栽
培
に
は
ま

っ
た
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。

自
由
執
筆

今

度

は

出

雲

風

上

記

の

古

韓

尺

新

井

　

　

宏

二
月
号
に

「
古
韓
尺
で
作
ら
れ
た
纏
向
建
物
群
」

を
載
せ
建
物
周
辺
の
纏
向
古
墳
群
を
合
め
て
、
全

て
が
古
韓
尺
に
ド
ン
ピ
シ
ヤ
リ

一
致
す
る
こ
と
を

紹
介
し
た
。

ま
た
二
月
発
行
の

『
歴
史
の
み
ち
草
』
で
は
、

「
江
田
船
山
古
墳
の
銀
象
嵌
太
刀
」
を
書
き
、
そ

の
大
刀
銘
文

「
四
尺
廷
刀
し
か
ら

一
尺
を
計
算
す

る
と
二
六

・
七
セ
ン
チ
と
な
り
こ
れ
も
古
韓
尺
に

ド
ン
ピ
シ
ヤ
リ

一
致
す
る
こ
と
を
書
い
た
。

こ
う
な
れ
ば
も
う
勢
い
で
あ
る
。

つ
い
最
近
に
な

っ
て
ま
た
ド
ン
ピ
シ
ャ
リ

一
致

す
る
例
を
見
つ
け
た
。
し
か
も
、
今
度
も
反
論
の

余
地
の
な
い
ほ
ど
確
実
な
新
事
実
で
あ
る
。

そ
れ
は

『
出
雲
風
土
記
』
の
意
宇
郡
宍
道
郷
の

記
事
に
あ

っ
た
。

宍
道
郷
　
郡
家
正
西
片
七
里
　
所
造
天
下
大
神

命
之
追
給

猪
像
　
南
山
有
二

《
一　

長
二
丈
七
尺
高

一

丈
周
五
丈
七
尺
　
一　

長

一丈
五
尺
高
八
尺
周

四
丈

一
尺
》
追
猪
大
像

《
　
長

一
丈
高
四
尺
同

一
丈
九
尺
》
其
形
為
石
　
無
異
猪
大
　
不太
′
猶

有
　
故
云
宍
道

こ
こ
に
は
ふ
た
つ
の
猪
像
石
と
そ
れ
を
追
う
大

像
石
の
三
石
の
長
、
高
、
月
の
九
件
の
測
定
値
が

記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
数
値
を
石
ノ
宮

神
社
の

「
来
待
石
」
の
実
測
値
と
較
べ
る
と
、
き

れ
い
な
対
応
関
係
が
認
め
ら
れ
、
そ
の

「
尺
」
の

長
さ
が
次
の
よ
う
に
計
算
さ
れ
た
の
で
あ
る
◇

計
算
結
果
は
、
古
韓
尺
の
長
さ
二
六

・
七
セ
ン

チ
と
ド
ン
ピ
シ
ャ
リ
。
し
か
も

一
致
し
過
ぎ
る
ほ

ど
の

一
致
で
あ
る
。
巨
石
で
あ
り

、

『
出
雲
風
Ｌ

風上記  実測値  尺長
猪像石A 周 57尺 lb15cm 26 6cm

高 10尺  267cm 26 7cm

長 27尺  71bcm 26 5cm

猪像石 I〕 周 51尺  1367cm 26 8cm

高 8尺  213cm  26 6cm
長 25 尺   6乃 cln   27.Ocm

人像石  周 19尺  509cm 26 8cm
高 4尺   106om 26 5cm
長 10尺  2bOcm 25 0cm



ハ
ー
ブ
栽
培
に
は
ま

っ
た
こ
の
ご
ろ
で
あ
る

。

四
丈

一
尺
》
追
猪
大
像

《
　
長

一
丈
高
四
尺
周

ど

の

一
致

で
あ
る

。

ｔ

力

ｔ

一
男

Ｌ

逮

さ

そ

に

巨
石
で
あ
り

、

『
出
雲
風
土
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記
』
で
は
尺
単
位
の
測
定
に
な

っ
て
い
る
し
、
ど

の
よ
う
に
し
て
、
ど
こ
を
測

っ
た
の
か
も
判
ら
な

い
の
だ
か
ら
、
こ
ん
な
に

一
致
す
る
の
が
そ
も
そ

も
お
か
し
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け

一

致
し
て
い
る
と
、
偶
然
な
ど
と
は
と
て
も
言
え
ま

い
。
こ
れ
だ
け
で
も

「
古
韓
尺
」
完
勝
の
気
分
で

あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

『
出
雲
風
土
記
』
の
古
韓
尺
に
は

前
段
階
の
話
が
あ
る
。
こ
ち
ら
も
実
は
強
力
な
古

韓
尺
の
証
拠
で
あ
り
、
韓
国
語
の
論
文
と
し
て
既

に
書
い
て
い
る
。

天
平
五
年

（
七
三
八
）
に
勘
造
さ
れ
た

『
出
雲

風
土
記
』
は
、
そ
の
冒
頭
部
分
か
ら

「
東
西

一
百

汁
七
里

一
十
九
歩
、
南
北

一
百
八
十
二
里

一
百
九

十
二
歩
」
と
あ
る
よ
う
に
、
里
程
の
記
載
で
埋
め

尽
く
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
里
単
位
の
表
示
で
も

十
分
な
郡
か
ら
郷
ま
で
の
距
離
な
ど
を
、　
一
歩
単

位
あ
る
い
は
十
歩
単
位
ま
で
示
し
て
い
る
場
合
が

多
い
の
で
あ
る
。
常
識
的
に
考
え
て
も
、
郡
か
ら

郷
ま
で
の
距
離
を

「
歩
」
単
位
ま
で
示
す
必
要
性

は
全
く
な
い
。
第

一
、
ど
こ
に
郷
の
中
心
地
が
あ

る
か
を
決
め
る
こ
と
さ
え
困
難
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
異
常
に
詳
し
い
里
程
の
表
示
は
、

尺
や
坪
を
メ
ー
ト
ル
法
に
換
算
し
て
端
数
を

つ
け

て
表
示
し
て
い
る
例
か
ら
容
易
に
類
推
で
き
る
よ

う
に
、
そ
こ
に
何
等
か
の
旧
尺
度
系
か
ら
の
換
算

が
秘
め
ら
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

そ
し
て
び

っ
く
り
す
る
よ
う
な
換
算
関
係
を
見

つ
け
出
し
た
。
十
歩
単
位
ま
で
示
さ
れ
て
い
る
里

程
の
多
く
が
旧
単
位
で
は

「
里
」
の
単
位
だ

っ
た

の
で
あ
る
。
全
て
そ
の
換
算
比
は
〇

・
八
八

一
と

な

っ
て
い
る
。
例
を
示
そ
う
。

神
門
郡
神
門
水
海
の
周
　
一二
五
里
〇
七
四
歩

旧
四
〇
里
　
比
ｏ

・
八
八

一

出
雲
郡
西
門
江
の
周
　
　
　
一二
里
〇
五
八
歩

旧
四
里
　
比
〇
　
八
八

一

出
雲
郡
家
か
ら
佐
雑
村
　
一
〓
一里
〇
六
四
歩

旧

一
五
里
　
比
〇

・
八
八

一

宇
郡
家
か
ら
楯
縫
郷
　
　
一壬

一里

一
人
○
歩

旧
三
七
里
　
比
〇

・
八
人

一

出
雲
郡
家
か
ら
杵
築
郷
　
一
一八
里
〇
六
〇
歩

旧
三
二
里
　
比
〇

・
八
八

一

意
宇
郡
家
か
ら
暑
垣
山
　
一
一〇
里
〇
八
〇
歩

旧
二
三
里
　
比
〇

・
八
八

一

記
載
さ
れ
た
里
程
は
天
平
尺
に
よ
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
旧
里
系
の
尺
は
〇

・
八
八

一
の
換
算
比

率
に
よ

っ
て
二
六
　
四
セ
ン
チ
と
計
算
さ
れ
る
。

こ
の
値
は
通
常
の
古
韓
尺
よ
り
や
や
短
い
が
、
新

羅
皇
龍
寺
の
尺
度
と
完
全
に

一
致
し
て
い
る
。
皇

龍
寺
は
日
本
の
東
大
寺
よ
り
も
大
き
く
、
朝
鮮
半

島
で
も
最
大
の
寺
院
で
あ

っ
た
。
国
を
挙
げ
て
行

わ
れ
た
発
掘
調
査
の
結
果
は
詳
細
な
礎
石
配
置
記

録
と
な

っ
て
い
て
、
こ
れ
が
古
韓
尺
に
完
全

一
致

し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
の
も
既
に
二
十
年
近
く

前
の
こ
と
で
あ
る
。

ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
神
話
の
国

・
出
雲
は
、
新
羅

と
の
結
び
付
き
が
極
め
て
強
く
、
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ

コ
ト

（
須
佐
能
衰
命

）
が
新
羅
神
で
あ
る
と
い
う

の
は
も
は
や
定
説
で
あ
る
。
そ
こ
に
古
韓
尺
の
物

語
が
付
け
加
わ
る
。

『
出
雲
風
上
記
』
に
は
、

「
原
風
土
記
」
と
か

「
古
風
土
記
」
と
言
わ
れ
る
も
の
が
存
在
し
た
と

の
説
が
有
力
で
あ
る
が
、
そ
の
議
論
は
未
だ
決
着

し
て
い
な
い
。
そ
こ
に
古
韓
尺
そ
の
も
の
に
よ
る

測
定
例
や
古
韓
尺
の
里
程
か
ら
の
換
算
例
が
加
わ

り
、
新
た
な
展
開
が
期
待
で
き
る
。

か
く
し
て
、
考
古
学
や
歴
史
か
ら
古
韓
尺
を
検

証
す
る
時
代
は
終
わ
り
、
古
韓
尺
か
ら
考
古
学
や

歴
史
を
検
証
す
る
時
代
が
始
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
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自
由
執
筆

鉱

都

、

足

尾

の

光

と

影松

川

　

博

光

足
尾
銅
山
が

一
九
七
三

（
昭
和
四
十
八
）
年
閉

山
。
官
民
協
力
し
た
緑
化
活
動
に
よ
り
、
山
の
緑

が
戻
り
つ
つ
あ
る
。

「
足
尾
に
緑
を
育
て
る
会
」

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、
体
験
植
樹
が
ニ
ュ
ー

ス
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
又
、
三
種
類
の
鷲

の
飛
来
も
、
珍
し
い
話
題
に
な

っ
て
い
る
。

昨
年
の
初
夏
、
足
尾
銅
山
の
見
学
会
に
参
加
、

案
内
役
の
小
野
崎
敏
氏
の
著
書

「
足
尾
鋼
山
物
語
」

（
新
樹
社

）
に
出
会
う
。
同
氏
の
祖
父
は
明
治
初

期
に
、
足
尾
銅
山
の
御
用
写
真
師
で
あ

っ
た
。
産

業
写
真
家
の
パ
イ
オ
ニ
ア
、
江
崎
礼
二
の
門
下
生

と
し
て
、
銅
山
の
嘱
託
と
な
り
、
半
世
紀
写
し
続

け
た
。

明
治
維
新
後
の
日
本
の
近
代
化
に
貢
献
し
た
産

業
に

「
絹
」
と

「
銅
」
が
あ
る
。
女
工
と
坑
夫
は

明
治
初
期
に
、
日
本
産
業
の
基
礎
を
か
た
め
る
重

要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
丸
の
内
に
あ
る
日
本
工

業
倶
楽
部
の
玄
関
入
り
回
の
頭
上
に
、
女
工
と
坑

夫
の
像
が
建

っ
て
い
る
。

明
治

・
大
正
の
美
文
家
、
大
町
桂
月
は
足
尾
ヘ

何
回
も
来
て
、
紀
行
文
を
残
し
て
い
る
。

「
洪
水

多
き
は
山
に
草
木
な
き
が
た
め
也
。
草
木
な
き
は

鋼
山
の
姻
毒

の
然
ら
し
む
る
所
也

。
鋼
は
我
国
の

輸
出
品
の
尤
も
な
る
も
の
の

一
つ
也

。
而
し
て
こ

の
足
尾
銅
山
は
日
本
中
の
銅
の
産
額
の
四
分
の

一

を
占
む
。
物
質
的
に
国
益
を
な
せ
る
こ
と
大
也
。

俗
に

″
毒
に
も
な
ら
ね
ば
薬
に
も
な
ら
ぬ
人

″
と

い
う
語
り
あ
り

。
足
尾
鋼
山
は
薬
に
も
な
る
代
わ

り
毒
に
も
な
る
。
」

（
明
治
四
十
二
年

　

「
関
東

の
山
水

」
）
銅
山
の
陽
と
陰
の
両
面
を
見
す
え
て

い
る
。

又
、
田
中
正
造
に

つ
い
て
は

「
翁
や
、
血
あ
り
、

一涙
あ
る
硬
骨
男
子
、　
一
身
を
さ
さ
げ
て
郷
民
の
た

め
に

つ
く
し
、
百
方
策

つ
き

、
終
に
御
彗

の
前
に

直
訴
せ
む
と
す
る
に
至
れ
り
、
丹
心
火
を
貫
き

、

至
誠
鬼
神
を
泣
か
し
む
る
も
の
と
い
う
べ
し

し

（
明
治
三
十
四
年

・
雑
誌

「
太
陽

」
）

足
尾
銅
山
が
栄
え
た
た
め
に
、
明
治
期
か
ら
大

Ｉ
期
に
か
け
て
、
足
尾
町
は

「
鉱
都

」
と
い
わ
れ

、

多
く
の
人

々
が
集
ま
り

、
都
会
な
み
の
文
化
も
生

ま
れ
た
。
他
方
、
鉱
害
や
労
働
争
議
な
ど
も
起
こ

り

、
近
代
文
明

の
光
と
影
の
織
り
な
す
地
で
あ

っ

た
。

（
小
野
崎
敏
、
前
掲
書

）

銅
山
見
学
で
、
江
戸
後
期

の
経
済
思
想
家

、
佐

藤
信
淵
が
関
わ

っ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
祖
父
の

代
か
ら
、
鉱
脈
、
地
質
調
査
の
仕
事
を
行

っ
て
い

た
。　
三
ハ
一
〇

（
慶
長
十
五
）
年
に
幕
府
直
轄
の

鉱
山
と
な

っ
た
。　
三
ハ
一
五

（
元
和
元
）
年
、
幕

府
の
禁
教
令
を
の
が
れ
た
豊
後
の
キ
リ
シ
タ
ン
東

庵
が
、
足
尾
銅
山
に
た
ど
り
着
い
た
と
い
う
。　
一

人
五
三

（
嘉
永
六

）
年
、
二
宮
尊
徳
が
足
尾
に
入

っ
て
荒
廃
し
た
村
々
を
検
分
し
、
尊
徳
仕
法
を
実

施
す
る
。　
一
八
七
七

（
明
治
十

）
年
、
古
河
市
兵

衛
が
買
収
、
操
業
を
開
始
す
る
。
本
人
は
立
身
出

世
し
、

「
銅
山
王
」
に
な

っ
た
が
、
妻
は
神
田
川

で
入
水
自
殺
、
鉱
毒
事
件
を
苦
に
し
た
と
も
云
わ

れ
て
い
る
。　
一
九
〇

一
（
明
治
二
十
四
）
年
の
直

訴
事
件
で
、
政
府
は
下
流
の
谷
中
村
に
遊
水
地
を

つ
く
る
こ
と
で
、
反
鉱
害
の
世
論
を
か
わ
そ
う
と

し
た
。

栃
木
県
庁
は
鉱
毒
罹
災
者
の
救
済
対
策
と
し
て

北
海
道
開
拓
移
民
を
募
集
、
佐
呂
問
町
へ
八
十
八

戸
が
入
植
、
劣
悪
な
土
地
の
た
め
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

栽
培
で
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
た
。

（
伊
藤
章
治

「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
世
界
史
」
中
公
新
書

）

銅
山
見
学
会
は
、
す
り
鉢
入
り
の

「
あ
か
が
ね

ラ
ー
メ
ン
」
を
食
べ
、
そ
の
富
を
象
徴
す
る
古
河

掛
水
倶
楽
部
の
洋
館
の
視
察
で
お
わ

っ
た
。



史遊会通信 No 186(7)

夫

の
像
が
建

っ
て
い
る
て

明
治

・
大
正
の
美
文
家
、
大
町
桂
月
は
足
尾

へ

自
由
執
筆

江

戸

幕

府

と

「
三

方

領

知

替

・
新

潟

上

知

」

―
幕
勢
衰
退
と
越
後
長
岡
藩
財
政
打
撃

諸

橋

　

　

奏

一
六
〇
三
年

（
慶
長
八
）
徳
川
家
康
が
開
い
た

江
戸
幕
府
は
、
三
代
将
軍
家
光
の
時
代

（
一
六
二

三
～
五

一
年

）
に
幕
藩
体
制
が
出
来
上

っ
た
。

四
代
家
綱

（
就
任

一
六
五

一
年

）
か
ら
七
代
家

継

（
一
七

一
六
年
退
任

）
ま
で
は
、
多
少
の
問
題

は
あ

っ
た
も
の
の
、
大
旨
よ
き
時
代
で
あ

っ
た
。

八
代
吉
宗
は
三
十
年
間

（
一
七

一
六
～
四
五
年
）

将
軍
職
に
あ
り
、　
冒
子
保
の
改
革
」

（
機
構

・
財

政
改
革
、
農
業

・
物
価
政
策
）
で
よ
く
社
会
変
化

に
対
応
、
幕
藩
体
制
確
立
に
努
め
た
。
大
旨
よ
き

時
代
と
は
い
え
、
こ
の
間
、
災
害
は
容
赦
な
く
、

一
六
四
二
年
の

「
寛
永
の
大
飢
饉
」
を
は
じ
め
、

一
六
五
七
年
の

「
明
暦
大
火
」

（
振
袖
火
事

）
、

一
六
六
八
年
の
江
戸
大
火
、　
三
ハ
八
二
年
の

ヽ
八

百
屋
お
七
の
火
事
」
等
、
そ
の
復
興
費
は
幕
府
財

政
を
窮
乏
に
陥
れ
た
。

更
に
は

一
七
〇
七
年
の
史
上
最
大
と
い
わ
れ
る

「
宝
永
地
震

・
津
波
」

「
富
士
山
の
爆
裂
」
、　
一

銅
山
見
学

で
、
江
戸
後
期

の
経
済
思
想
家

、
佐

藤
信
淵
が
関
わ

っ
て

い
た
こ
と
を
知
る

。
祖
父

の

七
三
二
年
の

「
享
保
の
大
飢
饉
」
の
如
く
で
あ
る
。

吉
宗
の
子
九
代
将
軍
家
重

（
就
任

一
七
四
五
年

）

そ
の
子
十
代
家
治

（
一
七
八
六
年
退
任

）
の
約
四

十
年
間
も
、
列
島
は
凶
作
、
飢
饉
に
見
舞
わ
れ
た
。

お
き

つ
ぐ

こ
の
時
期
に
登
場
し
た
の
が
田
沼
意
次
。
意
次

は
家
重
の
小
姓
か
ら
出
世
を
重
ね
、　
一
七
七
二
年

に
は
つ
い
に
門
地
な
き
者
と
し
て
は
初
の
老
中
、

而
も
側
用
人
役
兼
務
の
幕
閣
最
高
位
の
人
と
な

っ

た
。
彼
は
財
務
に
精
通
の
人
物
で
、
諸
政
策
を
推

進
、
幕
府
の
財
政
強
化
を
計

っ
た
が
、
役
人
の
賄

賂
弊
害
や
譜
代
門
閥
派
の
追
い
落
し
、
加
え
て
浅

間
山
の
大
噴
火
な
ど
に
よ
る

「
天
明
の
大
飢
饉
」

（
一
七
八
三
年

）
、
極
め
は
最
大
支
柱
の
家
治
の

死

（
一
七
八
六
年
）
で
失
脚
し
た
。

い
え
な
り

代

っ
た
老
中
松
平
定
信
は
十

一
代
家
斉
を
擁
し

て
緊
縮
政
策
を
と
る

（
寛
政
の
改
革

）
。
有
名
な

「
棄
捐
令
」

（
一
七
八
九
年
）
発
布
な
ど
ま
で
し

た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
効
果
を
あ
げ
得
な
い
で
終

っ
た
。

家
斉
は

一
七
八
七
年

（
天
明
七
）
、
十
五
歳
で

将
軍
と
な
り
、

一
人
三
七
年

（
天
保
八
）
に
世
子

十
二
代
家
慶
に
譲
る
ま
で
五
十
年
間
将
軍
職
に
あ

り
、
更
に

一
八
四

一
年
に
没
す
る
ま
で
大
御
所
と

し
て
君
臨
、
奢
修
な
生
活
を
し
た
。
晩
年
の

一
人

四
〇
年
十

一
月

一
日

「
三
方
領
知
替
」

―

武
蔵

川
越
藩
松
平
家
十
五
万
石
を
出
羽
庄
内
に
、
庄
内

藩
酒
井
家
十
四
万
石
を
越
後
長
岡
に
、
長
岡
藩
牧

野
家
七
万
四
千
石
を
川
越
に

１
１
を
発
令
し
た
。

表
向
き
は
酒
井
家
は
酒
田
港
、
牧
野
家
は
新
潟
港

の
抜
荷
取
り
締
ま
り
不
行
届
き
で
あ

っ
た
が
、
実

体
は
川
越
松
平
家
へ
養
子
に
出
し
た
家
斉
の
五
十

三
番
目
の
子
、
斉
省
の
願
い
を
聴
い
て
の
こ
と
で

あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
庄
内
の
大
規
模
な
反
対
運
動
、

諸
大
名
の
批
判
、
そ
も
そ
も
の
発
起
者
の
家
斉
の

死

（
一
八
四

一
年
間

一
月
二
十
日
）
、
次
い
で
当

事
者
斉
省
の
病
死

（
五
月
下
旬

）
が
重
な
る
に
及

ん
で
家
慶
は
、
幕
政
の
重
大
事
と
反
対
す
る
老
中

水
野
忠
邦
を
説
得
、　
一
人
四

一
年
七
月
十
二
日

「
国
替
令
」
を
撤
回
し
た
。
幕
府
の
発
令
撤
回
は

前
代
未
間
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
間

八
ヵ
月
、
長
岡
藩
領
内
は
大
混
乱
に
陥
り
、
多
大

な
損
害
を
蒙

っ
た
。
而
も
更
な
る
追
討
ち

「
領
知

あ
げ

ら
　
れ
い

替
事
件
」
の
余
震
と
も
い
う
べ
き

「
新
潟
上
知
令
」

（
「
上
地
」
と
も
書
き
、
土
地
を
お
上

「
幕
府
」

に
返
納
す
る
こ
と
）
が

一
人
四
三
年

（
天
保
十
四

年
六
月
十

一
日
）
に
発
せ
ら
れ
る
。
新
潟
港
か
ら

の
仲
金
の
年
約

一
万
両
は
、
長
岡
藩
財
政
の
三
割

に
相
当
す
る
金
額
で
あ
り
、
当
上
知
は
藩
に
と
っ

て
致
命
的
大
事
件
で
あ

っ
た
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
幕
府
お
庭
番
川
村
清
兵
衛
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修
就

（
初
代
新
潟
奉
行

）
の
抜
荷
調
査
報
告

「
北

越
秘
説
」

（
一
八
四
〇
年
九
月
提
出

）
が
重
要
な

役
割
を
し
た
と
い
う
が
、
抜
荷
は
日
実
で
実
情
は

利
益
召
し
上
げ
に
あ

っ
た
と
も
い
う
。
新
潟
以
外

の
上
知
は
関
係
大
名
他
の
反
対
が
厳
し
く
、
撤
回

と
な
り
、
忠
邦
は
失
脚

（
一
人
四
三
年

）
。
こ
の

二
大
事
件
で
幕
府
は
権
力
衰
退
を
天
下
に
露
呈
す

る
結
果
と
な

っ
た
。
戊
辰
戦
争

（
維
新

）
ま
で
あ

と
二
十
五
年
の
出
来
事
で
あ
る
。

自
由
執
筆

編

集

日

記

中

山

　

喬

央

手
許
に
あ
る
彩
流
社

・
竹
内
社
長
の
名
刺
に
は

二
〇
〇
八
年
十
月
二
十
日
の
日
付
が
記
入
し
て
あ

る
。
下
山
田
さ
ん
の
紹
介
で
エ
ッ
セ
イ
集
刊
行
の

編
集
者
と
し
て
挨
拶
し
た
日
で
あ
る
。

思
え
ば
二
十
周
年
を
記
念
す
る
今
回
の
エ
ッ
セ

イ
集
刊
行
に
つ
い
て
は
、
先
に
例
会
で
、
三
戸
岡

さ
ん
か
ら
準
備
を
始
め
る
よ
う
に
と
の
お
話
を
い

た
だ
き
、
二
〇
〇
八
年
八
月
の
顧
問
幹
事
会
議
で

内
定
し
て
い
た
。

こ
の
日
の
話
の
内
容
は
、
基
本
的
に
は
五
年
前

と
同

一
条
件
と
す
る
。
具
体
的
な
事
は
全
て
初
稿

が
揃

っ
て
か
ら
と
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。

こ
の
エ
ッ
セ
イ
集
刊
行
に

つ
い
て
の
具
体
的
な

告
示
は

「
史
遊
会
通
信

」

一
六
九
号
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

次
に
竹
内
社
長
と
面
談
し
た
の
は
、
二
〇
〇
九

年
六
月
十
九
日
で
、
こ
の
時
は
初
稿
が
全
て
出
揃

っ
た
後
で
あ
り
、
社
長
よ
り
は
会
員
の
執
筆
能
力

と
意
欲
に
敬
意
が
表
さ
れ

、
当
初

の
予
定
通
り
平

成
二
十
二
年
二
月
中

の
刊
行
に
向
け
準
備
を
進
め

る
と
の
話
を
頂

い
て
い
る
。

次
い
で
二
〇
〇
九
年
十
月
二
十
二
日
、
二
〇
〇

九
年
十
二
月
十
六
日
に
は
初
稿
校
正
文
の
チ

ェ
ッ

ク
と
カ
バ
ー
デ
ザ
イ

ン
、
題
名

・
副
題

・
帯

の
文

言
設
定
等
で
話
し
合

い
を
し
た
。
そ
の
時

、
表
紙

に
使
用
す
る
写
真
の
肖
像
権
の
事
が
話
題
と
な
り

、

急
遠
相
原
さ
ん
に
お
願

い
し
て
み
よ
う
と
云
う
事

に
な

っ
た
◇

相
原
さ
ん
は
快
諾
し
て
く
だ
さ
り
二
〇
〇
九
年

十
二
月
十
八
日
に
横
浜
で
お
目
に
か
か
り

、
写
真

肖
像
権
に

つ
き
長
時
間
に
亘

っ
て
レ
ク
チ
ャ
ー
し

て
い
た
だ
く
と
共
に
、
貴
重
な
映
像
の
人

っ
た
Ｃ

Ｄ
を
貸
与
し
て
頂

い
た
。

年
明
け
の
二
〇

一
〇
年

一
月
八
日
、
彩
流
社
を

訪
ね
竹
内
社
長
に
相
原
さ
ん
の
Ｃ
Ｄ
を
手
交
し
た
。

引
き
続
き
二
〇

一
〇
年
二
月
二
日
、
彩
流
社
に

竹
内
社
長
を
訪
ね

、
当
月
例
会
迄
に
は
執
筆
者
の

許

へ
郵
送
す
る
旨
確
約
を
得
る
事
が
出
来
た
。

こ
の
間

、
竹
内
社
長
は
初
め
て
カ
バ
ー
デ
ザ
イ

ン
に
専
門
家
を
登
用
し

、
ま
た
刊
行
に
際
し
て
は
、

朝
日
新
聞

・
天
声
人
語

の
下
欄
に
新
聞
広
告
を
出

し
Ｐ
Ｒ
し
て
下
さ

っ
て
い
る
。
そ
の
尽
力
の
お
陰

で
、
図
書
館
協
会

の
推
薦
図
書
と
な
り

、
神
田
三

省
堂
の
、
四
階
で
最
も
目
立

つ
場
所
に
平
積
み
で

販
売
さ
れ
て
い
る
の
を
見
た
時
は
本
当
に
嬉
し
か

っ
た
。

最
後
に
、
彩
流
社
竹
内
社
長
と
の
面
談
時
に
は

全
て
下
山
田
さ
ん
に
同
行
し
て
頂

い
て
い
る
。
彼

女
が

、
良
書
と
の
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
本

書
の
実
質
的
編
集
者
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
、

こ
の
文
を
閉
じ
る
事
と
し
た

い
。


